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単を肇色布訪耐九聖妬性にあ才ぼ寸鵬有内細剖峠川この影響
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　目拍　羊毛扉紬頻斑副所体(CMご)び磁化梅蓼を肩tるこに以前に散居l卜。本

貪蝸ま，このC M Cが肇色'i-毛今<^耐剱止ど切ように影席t ドヽ卵前ヽにt る紅めに行

摩っ1^。寸會わ白米処鍵，己トげ誰冰

布八つ０て，所脱騰向貼照癩複丿色鰹の劉脱づ㈲出染料お則ススペクトレの浦起乏行ない

殲維尽斤) C V ふ池紅ごによる休止祭化を比較しT Cトに｡おりに調べ仁。

　方感　筆もモスリン試験和を廊刊し沁C HC(7)抽出はSO ％つ・－グロパノづレ，イソ

プロノり-)レフに絹紬レおよびで限眠所肥湛配てへ所配鴎向行な，≒C /による染色

＼斤目ら, 40首席卿旬行なっに有お繊維鳳の席料魂良が一定r-々石ように染料儒劾E

左調をして染色を行なづこ。染乞斤丿紀卵半にばスが姉縁物㈲あ'i^'あ圧水銀性乏使用

しに老が(7)贈宛はズブ老波計ごM4型乙辿出す料りスベフドレだ@従には日五分光礼

耀長ﾉ-?2卯鬘と使刺しに。席名し衣こVの抽止ヽぼヱヤづレ水房殖で行后っ沁

　稲果　羊も章包帯の耐磁はCMC菌隔余丿向とづ答ごkび氷照射該の色差丿遜佐

爺犀やづ岡やT"^つに所配萌向劣庶射匹一章色帝クヽう抽池し７栄典め最刄嘔収癩辰で訥

頃払ぽ慨す卑クづ元東忽梶斤の吸退色士女は佃出節援亭丿七れ詞レ4 薙ご両ヨこどび分クヽ

つ犯。学外吸収スヅクト1レか勘縁課カド，東処据今上二冽友遍色示まいぷ言え還元乱かV-

よ肘]イコ体(1 v の生成逓良が主な原因とメセ釧貼こ淋にCドバ1応分が肉与I T≒ヽぶこ

i:拍川ヶY-し宮。これは，佃砥しV^CtAじ托丹下フツC V'水冷淡ぺ)賄進色がCV単旅宿決

匹比較して毎トで促進?れ３ことで百やめヅ但巨。
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　　木綿反応染料染色物の塩素処理水および日光に対する染色堅ろう度に関する研究

　　第３報　水溶液中の次亜塩素酸ナトリウムの酸化還元電位とアソ染料の酸化退色

　　実践女大家政　　○須藤幸恵　鈴木晶子　飯島俊郎

目的　前報（家政学会第41回大会）に続いて水溶液中のアソ染料の酸化退色に及ぼす諸

因子のうち、水素イオン濃度、中性塩の効果を明らかにすると共に、系に光を照射するこ

とによって、水溶液中の複合堅牢性についての基礎的知見を得ることを目的とした。

　方法　染料は、前報までと同様のアソ型反応染料とアソ型酸性染料を用いた。水素イオ

ン濃度は、緩衝溶液を用いてPH3.5.7,9の４水準に調整した。また　これとは別に塩効果

と分離するために酸、アルカリを加えてPHを調整する実験も行った。中性塩は塩化ナトリ

ウムおよび臭化ナトリウムを系の溶液濃度が、0.1,0.5Biol／l2iこなるように添加した。光照

射の光源は高圧水銀灯を用いた。その他実験方法。解析方法は前報の通りである。

　結果　水素イオンの効果は、オレンジnでは、酸性側で退色が促進される傾向が見られ

た。この結果は、次亜塩素酸ナトリウム水溶液の酸化還元電位のPH依存性と対応する。し

かし　染料によっては、中性条件で最も退色が早いものもある。　これらのことから水素イ

オン濃度の効果は、次亜塩素酸の酸化還元電位に変化を与えるのみならず、染料の構造変

化(例えばイオン解離）を起こすなどが重なって現れるものと推定される。また塩化ナト

リウムの添加は次亜塩素酸ナトリウム水溶液の酸化還元電位を高めることが見いだされた。

塩の添加は次亜塩素酸ナトリウム活量を増大することが推測される。用いたアソ染料水溶

液のボルタンメトリーの結果は、電気化学的には水の電解電位以下では酸化が起こらない

ことを示した。この系の光照射は、染料の光退色と同時に有効塩素量を減少させる効果の

あることが明らかとなった。


